
矢巾町議会委員会条例第７条第４項の規定により、常任委員会委員を下記のとおり

指名する。 

 

 令和 ７ 年 ４ 月 ２８ 日 

 

矢巾町議会議長 廣 田 清 実 

 

１ 総務常任委員会    （議席番号順） 

議席番号 委員名 議席番号 委員名 議席番号 委員名 

１ 髙 橋   恵 ３ 横 澤 駿 一 ７ 齊 藤 勝 浩 

１２ 高 橋 安 子 １５ 昆   秀 一 １８ 廣 田 清 実 

２ 産業建設常任委員会     

議席番号 委員名 議席番号 委員名 議席番号 委員名 

２ 髙 橋 敬 太 ５ 吉 田 喜 博 ６ 藤 原 信 悦 

９ 木 村   豊 １４ 村 松 信 一 １６ 赤 丸 秀 雄 

３ 教育民生常任委員会     

議席番号 委員名 議席番号 委員名 議席番号 委員名 

４ ササキ マサヒロ ８ 小 川 文 子 １０ 小笠原 佳 子 

１１ 山 本 好 章 １３ 水 本 淳 一 １７ 谷 上 知 子 

４ 予算決算常任委員会     

議席番号 委員名 議席番号 委員名 議席番号 委員名 

１ 髙 橋   恵 ２ 髙 橋 敬 太 ３ 横 澤 駿 一 

４ ササキ マサヒロ ５ 吉 田 喜 博 ６ 藤 原 信 悦 

７ 齊 藤 勝 浩 ８ 小 川 文 子 ９ 木 村   豊 

１０ 小笠原 佳 子 １１ 山 本 好 章 １２ 高 橋 安 子 

１３ 水 本 淳 一 １４ 村 松 信 一 １５ 昆   秀 一 

１６ 赤 丸 秀 雄 １７ 谷 上 知 子   

５ 広報広聴常任委員会     

議席番号 委員名 議席番号 委員名 議席番号 委員名 

１ 髙 橋   恵 ２ 髙 橋 敬 太 ３ 横 澤 駿 一 

４ ササキ マサヒロ ６ 藤 原 信 悦 ７ 齊 藤 勝 浩 

９ 木 村   豊 １０ 小笠原 佳 子 １１ 山 本 好 章 



矢巾町議会委員会条例第７条第４項の規定により、議会運営委員会委員を下記のと

おり指名する。 

 

 令和 ７ 年 ４ 月２８日 

 

矢巾町議会議長 廣 田 清 実 

 

１ 議会運営委員会    （議席番号順） 

議席番号 委員名 議席番号 委員名 議席番号 委員名 

２ 髙 橋 敬 太 ５ 吉 田 喜 博 ８ 小 川 文 子 

１２ 高 橋 安 子 １３ 水 本 淳 一 １４ 村 松 信 一 

１５ 昆   秀 一     

 



昆　　　秀　一

小　川　文　子

高　橋　安　子

高　橋　安　子

横　澤　駿　一

齊　藤　勝　浩

廣　田　清　実

広報分科会 広聴分科会

広報広聴常任委員会

村　松　信　一 赤　丸　秀　雄

谷　上　知　子

山　本　好　章昆　　　秀　一

髙　橋　　　恵

小笠原　佳　子

谷　上　知　子

山　本　好　章 高　橋　安　子

矢　巾　町　議　会　委　員　会　等　名　簿

委 員 ササキ　マサヒロ

赤　丸　秀　雄

髙　橋　敬　太

吉　田　喜　博

小　川　文　子

水　本　淳　一

委 員 長

総務常任委員会 産業建設常任委員会 教育民生常任委員会

〃

委 員

〃

〃

副 委 員 長

副 委 員 長

ササキ　マサヒロ

齊　藤　勝　浩

髙　橋　　　恵

委 員 長

髙　橋　敬　太

藤　原　信　悦

村　松　信　一

木　村　　　豊

　予算決算常任委員会

委 員

〃

吉　田　喜　博 藤　原　信　悦

小　川　文　子 木　村　　　豊 小笠原　佳　子

委 員 長

委 員

村　松　信　一

委 員 長 昆　　　秀　一

ササキ　マサヒロ

　議会運営委員会

副 委 員 長 水　本　淳　一

副 委 員 長 齊　藤　勝　浩

〃

藤　原　信　悦

山　本　好　章 小笠原　佳　子

木　村　　　豊

水　本　淳　一

横　澤　駿　一

髙　橋　　　恵 髙　橋　敬　太 横　澤　駿　一

吉　田　喜　博髙　橋　敬　太



議 員 派 遣 一 覧 

 

令和７年４月２８日 

 

 

 本議会は、地方自治法第 100 条第 13 項及び会議規則第 128 条の規定により、次のと

おり議員を派遣するものとする。 

 

記 

 

１ 件 名  町村議会議員研修会 

 (1) 目  的  議会運営並びに地方自治の課題について研修する。 

 (2) 派遣場所  盛岡市 岩手自治会館 

 (3) 期  間  令和７年５月２２日（木） 

 (4) 派遣議員  藤 原 信 悦  齊 藤 勝 浩  小笠原 佳 子 

 

 

２ 件 名  議長、副議長研修会 

 (1) 目  的  阪神・淡路大震災の発生から３０年目の節目を迎えるにあたり、国

と地方が一丸となり防災・減殺対策の機運を高めるため研修を実施

し、国民の生命・財産を守る取り組みの強化を目指す。 

 (2) 派遣場所  東京都 東京国際フォーラム 

 (3) 期  間  令和７年５月２７日(火) 

 (4) 派遣議員  谷 上 知 子 

 

 

 

 

 

 

 

 


